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児童生徒調査 

①

 

７８．１ ８５．０  

②基礎的・基本的
なことがらが身に
付いてきている 

８３．０ ８５．０        

 

児童・生徒の現状・課題 

 年度末の生徒アンケートを分析すると、学習意欲の

高い生徒と、なかなか取り組めない生徒の２極化があ

る。学習意欲の高い生徒に対して、発展的な課題を提

示したり、取り組みにくい生徒に応じた課題を提示し

たりするなどを検討することが必要であると考えら

れる。 

具体的な手だて① 

本時の目標と振り返りを確実に行う。場・時間の

構造化、視覚化を図る。また、ねらいを明確にし、

指導計画・方法の改善を進め、生徒一人一人に学

習における到達目標を持たせ、意欲的な学習姿勢

を培う。 

具体的な手だて② 

家庭学習課題の増加、家庭学習ノートの活用、デ

ジタル教材の活用、家庭との連絡強化などによ

り、家庭学習習慣の定着を図る。 

具体的な手だて③ 

ICT などの積極的な活用により、生徒の意欲的な

学習姿勢を促す。 

教員調査 

８１．２ ８５．０  

②授業のＵＤ化を意
識した授業を実施し
ている 

９０．２ ９５．０        

 

総括（７月） 

 特別支援教育を充実するために研究を行い、どのような生徒でも分かりやすい授業づくりを全校体制で

行っている。授業のねらいを明確に提示したり、グループ活動の形態や方法を工夫したり、個に応じた課

題の提示をしたり、行内研修会を通して教員同士で共通理解を行った。２学期以降も各教員で研究授業を

行い、更なる充実した教育活動を目指す。 

すべての授業で、本時の目標、本時の流れ、まと

めを生徒に明示し、授業のＵＤ化を行い、どの生

徒にも分かりやすい授業つくりを行う。 

総括（１月） 

 

 

 

学び続ける力を育むための重点目標 

○授業のUD化，協同的探究学習の推進 

○ICTの積極的活用 

○特別支援教育、個に応じた指導の充実 


